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本
委
員
会（
西
條
昌
良
委
員
長
）は
、「
新
た
な
県
総
合
計
画
の
在
り
方
等
」に
つ
い
て
の

調
査
・
検
討
を
重
ね
、
定
例
会
最
終
日
に
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
主
な
提
言
内
容
な
ど
】

　

新
た
な
県
総
合
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
、
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
第
二
十
五
条
第
二

項
に
よ
る
初
め
て
の
提
言
と
し
て
、
計
画
の
原
案
で
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
重
要
な
点
や
、

計
画
実
現
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
計
画
に
的
確
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
県
に
求
め
ま
し
た
。

一　
「
計
画
の
在
り
方
」に
つ
い
て

　

○「
茨
城
を
チ
ェ
ン
ジ
し
、
様
々
な
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
計
画
」で
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
、
目
指
す
未
来
の
茨
城
の
姿
を
描
き
、
県
民
と
夢
や
希
望
を
共
有
し
、
県

民
と
共
に
新
し
い
茨
城
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

二　
「
計
画
で
展
望
・
想
定
す
る
期
間
」に
つ
い
て

　

○
こ
れ
か
ら
の
十
年
で
茨
城
の
未
来
が
決
ま
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、「
十
年
後
の
目

標
値
」を
設
定
し
て
新
た
な
挑
戦
に
取
り
組
む
こ
と
。

三　
「
計
画
実
現
に
向
け
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
」に
つ
い
て

　

○「
県
の
枠
を
超
え
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」に
よ
り
、
地
域
間
の
ひ
と
、
も
の
、

情
報
な
ど
の
活
発
な
流
れ
を
創
出
す
る
こ
と
。

　

○
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
配
慮
し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く
り
」を
行
う

こ
と
。

四　
「
計
画
推
進
の
基
本
姿
勢
」に
つ
い
て

　

○
計
画
実
現
の
た
め
、
県
民
が
計
画
を
自
分
の
事
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

五　
「
基
本
計
画
」に
つ
い
て

　

○
正
規
雇
用
を
目
指
し
た
対
策
、
新
産
業
の
育
成
、
強
い
農
林
水
産
業
の
推
進
、
自
然

環
境
の
保
全
と
再
生
な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

○
医
師
な
ど
の
人
材
育
成
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
教
育
環
境
の
整
備
、
県
立
中

央
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
す
こ
と
、
心
の
健
康
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
。

　

○
介
護
や
健
康
の
環
境
整
備
や
、
障
害
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
、
地
域
を
大
事
に
す
る
社
会
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

○
災
害
に
強
い
県
土
と
す
る
た
め
、
最
近
の
災
害
を
踏
ま
え
改
め
て
防
災
対
策
を
総
点

検
し
、
各
種
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

○
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
充
実
や
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
。

　

○
魅
力
あ
る
観
光
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
や
、
地
域
間
の
交
流

促
進
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
。

六　
「
地
域
づ
く
り
の
基
本
方
向
」に
つ
い
て

　

○
市
町
村
の
特
性
を
活
用
し
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
に
よ
り
地
域
振
興
を
進
め
る
こ
と
。

七　
「
挑
戦
す
る
県
庁
へ
の
変
革
」に
つ
い
て

　

○
県
庁
か
ら
の
意
識
改
革
、
官
民
協
働
に
よ
る
行
政
改
革

を
進
め
る
こ
と
。

新
し
い
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
（
海
野
透
委
員
長
）
は
、
来
年
本
県
で
開
催
さ
れ
る
、
国
体
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
推
進
お
よ
び
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
等
に
関
す
る
諸
方
策
に

つ
い
て
調
査
・
検
討
を
重
ね
、
定
例
会
最
終
日
に
、
両
大
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

や
両
大
会
後
も
見
据
え
た
競
技
力
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

【
主
な
提
言
内
容
な
ど
】

一　

両
大
会
の
成
功
に
向
け
て

○
両
大
会
に
対
す
る
県
民
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
県
民
総
参
加
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
機
運
醸
成
お
よ
び
広
報
活
動
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
「
い
ば
ら
き
観
光
お
も
て
な
し
推
進
条
例
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
も
て
な
し
を
は
じ

め
と
し
た
県
民
運
動
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
両
大
会
の
開
催
期
間
中
に
は
全
国
か
ら
数
多
く
の
方
々
の
来
県
が
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て
最
大
限
の
警
備
体
制
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
悪
天
候
時
に
お
け
る
大
会
運
営
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
競
技
会
場
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
お
も
て
な
し
と
と
も
に
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
、
洋
式
化
お
よ
び
温
水
洗
浄
便
座
の
設
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二　

両
大
会
後
も
見
据
え
た
競
技
力
の
向
上
等

○
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
・
育
成
に
当
た
っ
て
は
、
競
技
団
体
や
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
戦
略
的
・
体
系
的
な
強
化
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
国
体
終
了
後
も
、
開
催
さ
れ
た
競
技
種
目
が
各
地
域
に
定
着
し
、
競
技

力
向
上
や
地
域
へ
の
普
及
啓
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

○
成
年
選
手
お
よ
び
指
導
者
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
競
技
団
体
と
連
携
し
、
国
体
終
了
後
も
雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
笠
松
運
動
公
園
に
つ
い
て
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
競

技
力
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
施
設
整
備
お
よ
び
利
用
環
境
の
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
特
に
、
水
泳
競
技
と
ス
ケ
ー
ト
競
技
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
の
通
年
使
用

を
可
能
と
す
る
専
用
施
設
の
整
備
や
、
民
間
の
力
を
活
用
し
た
県
体
育
協
会
会
館
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三　

両
大
会
等
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組

○
両
大
会
の
開
催
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
魅
力
あ
る

資
源
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
全
県
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

専
門
的
組
織
の
整
備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

両
大
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
や
両
大
会
後
も
見
据
え
た

競
技
力
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て
提
言

　
　

各
委
員
会
で
は
、
個
別
の
重
点
審
査
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
調
査
活
動
を
行
い
、
そ

れ
を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
執
行
部
に
提
言
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会
（
石
井
邦
一
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
「『
日
本
一
幸
せ
な
県
』
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦
」

○
提　

言
：
い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と
県
民
登
録
制
度
に
お
い
て
、
目
標
の
登
録
者
数
五
千

人
を
達
成
す
る
た
め
に
、
東
京
近
郊
か
ら
の
来
客
が
多
い
県
内
の
施
設
や

空
港
、
道
の
駅
、
県
外
の
宿
泊
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
お
い
て

本
制
度
の
周
知
を
図
る
こ
と�

な
ど

防
災
環
境
産
業
委
員
会
（
中
村
修
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
県
民
生
活
環
境
部
関
係
「
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
」

○
提　

言
：
若
手
芸
術
家
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
芸
術
の
担
い
手
に
、
よ
り
多
く
の
活
動

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
育
成
に
努
め
て
い
く
こ
と　

�

な
ど

○
テ
ー
マ
：
産
業
戦
略
部
関
係
「
新
産
業
育
成
、
中
小
企
業
の
成
長
支
援
」

○
提　

言
：
産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
食
品
棟
」
の
新
設

に
よ
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
の
設
置
環
境
が
改
善
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
人
材
育
成
、
模
擬
ス
マ
ー
ト
工
場
を
活
用
し
た
実
証
実
験
や

生
産
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
な
ど
の
企
業
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
促
進
す
る

こ
と�

な
ど

保
健
福
祉
医
療
委
員
会
（
田
口
伸
一
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
「
安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
充
実
」

○
提　

言
：
医
療
提
供
体
制
に
お
け
る
機
能
分
化
、
病
院
と
診
療
所
な
ど
医
療
機
関
同

士
の
連
携
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
構
想
区
域
で
設
置
し
て
い
る
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
に
お
い
て
具
体
的
な
議
論
を
行
い
、
個
別
の
病
院
名
や
転

換
す
る
病
院
な
ど
の
具
体
的
対
応
方
針
を
策
定
し
、
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
て
県
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と�
な
ど

営
業
戦
略
農
林
水
産
委
員
会
（
星
田
弘
司
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
「
新
し
い
豊
か
さ
を
創
る
強
い
農
林
水
産
業
と
新
し
い
夢
・
希
望
を
創
る

国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
茨
城
の
実
現
に
向
け
た
方
策
」

○
提　

言
：
生
産
性
の
向
上
や
付
加
価
値
の
向
上
、
新
た
な
販
路
の
開
拓
な
ど
、
意
欲

あ
る
経
営
体
・
産
地
の
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
収
益
性
の

高
い
経
営
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
他
の
経
営
体
・
産
地
へ
波
及

さ
せ
る
こ
と
で
、「
儲
か
る
農
業
」
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と�

な
ど

土
木
企
業
委
員
会
（
下
路
健
次
郎
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
「
地
域
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
必
要
な
社
会
資
本
整
備
～
誇
り
あ
る

郷
土
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
県
土
づ
く
り
～
」

○
提　

言
：
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
交
流
の
拡
大
や
企
業
誘
致
の
た
め
、
国

や
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
連
携
し
、
圏
央
道
の
早
期
四
車
線
化
、

東
関
道
水
戸
線
の
早
期
全
線
開
通
、
休
憩
施
設
（
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
）
の
早
期

設
置
を
推
進
し
、
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と�

な
ど

文
教
警
察
委
員
会
（
加
藤
明
良
委
員
長
）

○
テ
ー
マ
：
警
察
本
部
関
係
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
止
対
策
」

○
提　

言
：
飲
酒
運
転
の
一
斉
取
り
締
ま
り
を
恒
常
化
で
き
る
よ
う
、
交
通
警
察
官
が

充
足
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
警
察
官
の
配
置
を
見
直
す
こ
と　

�

な
ど

○
テ
ー
マ
：
教
育
庁
関
係
「
子
ど
も
た
ち
の
『
社
会
を
生
き
抜
く
力
』
の
育
成
」

○
提　

言
：
幼
児
教
育
施
設
と
小
学
校
の
相
互
理
解
が
進
む
よ
う
、
小
学
校
の
教
員
が

入
学
前
に
ど
の
よ
う
な
保
育
・
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
こ
と�

な
ど

「
新
た
な
県
総
合
計
画
の
在
り
方
」に
つ
い
て
提
言

※
報
告
書
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
報
告
書
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

報告を行う西條昌良委員長

報告を行う海野透委員長

常
任
委
員
会
提
言（
抜
粋
）




